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補足 3 

発電所が締結している医療協定について 

柏崎刈羽原子力発電所では，自然災害等が複合的に発生した場

合等を想定し，より多くの医療機関で汚染傷病者を診療いただけ

るように体制を整備しておくことが必要であると考えている。 

現時点で，柏崎総合医療センター，新潟労災病院の他，新潟県

内にある 5 か所の病院(合計 7病院)と放射性物質による汚染を

伴う傷病者の診療に関する覚書を締結しており，汚染傷病者の 

受け入れ体制を確保している。 

補足 1 

発電所が締結している医療協定について 

東海第二発電所では，自然災害が複合的に発生した場合等を想定

し，より多くの医療機関で汚染傷病者の診療が可能なように体制

を整備しておくことが必要であると考えている。 

現時点で，茨城東病院，日立総合病院，水戸赤十字病院，水戸医

療センター，筑波大学附属病院など，茨城県内外にある 10箇所

の病院と放射性物質による汚染を伴う傷病者の診療に関する覚書

を締結しており，汚染傷病者の受入態勢を確保している。 

補足２ 

発電所が締結している医療協定について 

島根原子力発電所では，自然災害等が複合的に発生した場合等

を想定し，医療機関で汚染傷病者を診療いただけるように体制を

整備しておくことが必要であると考えている。 

現時点で，松江赤十字病院と放射線被ばく又は放射能汚染を伴

う傷病者等が発生した場合の診療に関する覚書を締結して汚染傷

病者の受け入れ体制を確保している。 
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まとめ資料比較表〔技術的能力 1.0.11 重大事故等時の発電用原子炉主任技術者の役割について〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

添付資料 1.0.11 

 

 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉 

 

重大事故等時の発電用原子炉主任技術者の役割について 

 

 

添付資料 1.0.11 

 

 

 

 

東海第二発電所 

 

重大事故等発生時の発電用原子炉主任技術者の役割等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.0.11 

 

 

 

 

島根原子力発電所２号炉 

 

重大事故等時の発電用原子炉主任技術者の役割について 

 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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１．発電用原子炉主任技術者の選任 

(1) 原子力・立地本部長は，発電用原子炉主任技術者及び代行

者を，発電用原子炉主任技術者免状を有する者であって，次

の業務に通算して３年以上従事した経験を有する者の中から

選任する。 

a. 原子炉施設の工事又は保守管理に関する業務 

b. 原子炉の運転に関する業務 

c. 原子炉施設の設計に係る安全性の解析及び評価に関する

業務 

d. 原子炉に使用する燃料体の設計又は管理に関する業務 

(2) 発電用原子炉主任技術者は原子炉毎に選任する。 

(3) 発電用原子炉主任技術者及び代行者は特別管理職とする。 

 

 

(4) 発電用原子炉主任技術者のうち少なくとも１名は部長以上

に相当する者とし，発電用原子炉主任技術者の職務を専任す

る。 

(5) (4)項以外の発電用原子炉主任技術者については，原子力安

全センターの職務を兼務できる。 

 

 

 

 

 

(6) (5)項の発電用原子炉主任技術者については，自らの担当し

ている号炉について発電用原子炉主任技術者の職務と原子力

安全センターの職務が重複する場合には，発電用原子炉主任

技術者としての職務を優先し，原子力安全センターの職務に

ついては，上位職の者が実施する。 

(7) 発電用原子炉主任技術者が職務を遂行できない場合は，代

行者と交代する。ただし，職務を遂行できない期間が長期に

わたる場合は，(1)項から(5)項に基づき，改めて発電用原子

炉主任技術者を選任する。 

(8) これらの体制を整備していても，万一，発電用原子炉主任

技術者及び代行者が不在となった場合は，原子炉主任技術者

の資格を有している者を常に把握していることから，速やか

に発電用原子炉主任技術者を選任し，選任後 30 日以内に原

子力規制委員会へ届け出る。 

１．発電用原子炉主任技術者の選任 

(1) 社長は，発電用原子炉主任技術者及び代行者を，発電用原子

炉主任技術者免状を有する者であって，以下の a.から d.のい

ずれかの業務に通算して３年以上従事した経験を有する者の中

から選任する。 

a．原子炉施設の工事又は保守管理に関する業務 

b．原子炉の運転に関する業務 

c．原子炉施設の設計に係る安全性の解析及び評価に関する業

務 

d．原子炉に使用する燃料体の設計又は管理に関する業務 

(2) 発電用原子炉主任技術者は，原子炉毎に選任する。 

(3) 発電用原子炉主任技術者は，管理職（能力等級特３級以上又

は役割ランク３号以上）から選任する。 

 

(4) 代行者は，管理職（能力等級特４級以上又は役割ランク４号

以上）から選任する。 

 

(5) 発電用原子炉主任技術者は，本店発電管理室に所属し，発電

所に駐在して，発電用原子炉主任技術者の職務を専任する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 発電用原子炉主任技術者が職務を遂行できない場合は，代行

者と交代する。ただし，職務を遂行できない期間が長期にわた

る場合は，(1)項から(3)項に基づき，発電用原子炉主任技術者

を選任し直す。 

(7) これらの体制を整備していても，万一，発電用原子炉主任技

術者及び代行者が不在となった場合は，原子炉主任技術者の資

格を有している者を常に把握していることから，速やかに発電

用原子炉主任技術者を選任し，選任後 30日以内に原子力規制

委員会へ届け出る。 

1. 発電用原子炉主任技術者の選任 

(1) 電源事業本部長は，発電用原子炉主任技術者及び代行者

を，原子炉主任技術者免状を有する者であって，以下のａ．

からｄ．のいずれかの業務に通算して３年以上従事した経験

を有する者の中から選任する。 

ａ．原子炉施設の工事又は保守管理に関する業務 

ｂ．原子炉の運転に関する業務 

ｃ．原子炉施設の設計に係る安全性の解析及び評価に関す

る業務 

ｄ．原子炉に使用する燃料体の設計又は管理に関する業務 

(2) 発電用原子炉主任技術者は，原子炉毎に選任する。 

(3) 発電用原子炉主任技術者は，電源事業本部マネージャー

（原子力人材育成センター所長を含む。）以上の管理職から

選任する。 

(4) 代行者は，課長以上から選任する。 

 

 

(5) 発電用原子炉主任技術者は，電源事業本部に所属し，発電

所に駐在する。なお，原子力人材育成センター所長の職務を

兼務できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 発電用原子炉主任技術者が職務を遂行できない場合は，代

行者と交代する。ただし，職務を遂行できない期間が長期に

わたる場合は，(1)項から(3)項に基づき，発電用原子炉主任

技術者を選任し直す。 

(7) これらの体制を整備していても，万一，発電用原子炉主任

技術者及び代行者が不在となった場合は，原子炉主任技術者

の資格を有している者を常に把握していることから，速やか

に発電用原子炉主任技術者を選任し，選任後 30日以内に原

子力規制委員会へ届け出る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

柏崎 6/7及び東海第

二は，職務を専任する

炉主任を１名は配置す

るとしているが，島根

２号炉は炉主任の職務

と相反しない職務を兼

務できるものとする 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は兼務可

能とする職務は発電用

原子炉施設の運転に直

接権限を有していない

ため，記載していない 
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２．発電用原子炉主任技術者の職務等 

(1) 発電用原子炉主任技術者は，原子炉施設の運転に関し保安

の監督を誠実に行うことを任務とし，次の職務を遂行する。

a. 原子炉施設の運転に関し保安上必要な場合は，運転に従

事する者（所長を含む。）へ指示する。

b. 保安規定に定める事項について，原子力・立地本部長又

は所長の承認に先立ち確認する。

c. 保安規定に定める各職位からの報告内容等を確認する。

d. 保安規定に定める記録の内容を確認する。

e. 保安規定に定める報告（第 121 条第１項）を受けた場合

は，自らの責任で確認した正確な情報に基づき，社長に

直接報告する。

f. 保安の監督状況について，定期的に及び必要に応じて社

長に直接報告する。

g. 原子力発電保安委員会及び原子力発電保安運営委員会に

少なくとも１名が必ず出席する。

h. その他，原子炉施設の運転に関する保安の監督に必要な

職務を行う。

(2) 原子炉施設の運転に従事する者（所長を含む。）は，発電

用原子炉主任技術者がその保安のためにする指示に従う。

(3) 発電用原子炉主任技術者は，自らの原子炉施設の保安活動

を効果的に実施するため，所内会議（原子力発電保安運営委

員会，発電所上層部によるミーティング等）への参加，現場

パトロールを通じて，発電所の情報収集を行う。また，電気

主任技術者及びボイラー・タービン主任技術者と，意思疎通

を図るため，定期的に及び必要に応じて相互の職務について

情報交換する。 

２．発電用原子炉主任技術者の職務等 

(1) 発電用原子炉主任技術者は，原子炉施設の運転に関し保安の

監督を誠実に行うことを任務とし，次の職務を遂行する。 

a．原子炉施設の運転に関し保安上必要な場合は，運転に従事

する者（所長を含む。）へ指示する。 

b．保安規定に定める事項を，所長の承認に先立ち確認する。 

c．保安規定に定める各職位からの報告内容等を確認する。 

d．保安規定に定める記録の内容を確認する。 

e．保安規定に定める報告（第１２１条第１項）を受け事態を

確認し，その確認した正確な情報を自らの責任において社長

に直接報告する。 

f．保安の監督状況を定期的及び必要に応じて社長に直接報告

する。 

g．原子炉施設保安委員会及び原子炉施設保安運営委員会に必

ず出席する。 

h．その他，原子炉施設の運転に関する保安の監督に必要な職

務を行う。 

(2) 原子炉施設の運転に従事する者（所長を含む。）は，発電用

原子炉主任技術者がその保安のためにする指示に従う。 

(3) 発電用原子炉主任技術者は，自らの原子炉施設の保安活動を

効果的に実施するため，所内会議（原子炉施設保安運営委員

会，発電所上層部によるミーティング等）への参加，現場パト

ロールを通じて，発電所の情報収集を行う。また，電気主任技

術者及びボイラー・タービン主任技術者と相互の職務について

情報を共有し，意思疎通を図る。 

2. 発電用原子炉主任技術者の職務等

(1) 発電用原子炉主任技術者は，原子炉施設の運転に関し保安

の監督を誠実に行うことを任務とし，次の職務を遂行する。 

ａ．原子炉施設の運転に関し保安上必要な場合は，運転に

従事する者（所長を含む。）へ指示する。 

ｂ．保安規定に定める事項を，電源事業本部部長（原子力

管理）又は所長の承認に先立ち確認する。 

ｃ．保安規定に定める各職位からの報告内容等を確認す

る。 

ｄ．保安規定に定める記録の内容を確認する。 

ｅ．保安規定に定める報告（第 121条第１項）を受け事態

を確認し，その確認した正確な情報を自らの責任におい

て社長に直接報告する。 

ｆ．保安の監督状況を定期的及び必要に応じて社長に直接

報告する。 

ｇ．原子力発電保安委員会及び原子力発電保安運営委員会

に必ず出席する。 

ｈ．その他，原子炉施設の運転に関する保安の監督に必要

な職務を行う。 

(2) 原子炉施設の運転に従事する者（所長を含む。）は，発電

用原子炉主任技術者がその保安のためにする指示に従う。 

(3) 発電用原子炉主任技術者は，自らの原子炉施設の保安活動

を効果的に実施するため，所内会議（原子力発電保安運営委

員会，発電所上層部によるミーティング等）への参加，現場

パトロールを通じて，発電所の情報収集を行う。また，電気

主任技術者及びボイラー・タービン主任技術者と相互の職務

について情報を共有し，意思疎通を図る。 

・体制の相違

【東海第二】 

 島根２号炉は一部本

社組織（原子力人材育

成センター）の確認が

含まれる 

・体制の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は単号炉

申請 

３．重大事故等対策における発電用原子炉主任技術者の役割 

(1) 発電用原子炉主任技術者は，平常時のみではなく，重大事

故等が発生した場合においても，原子炉施設の運転に関し保

安の監督を誠実かつ最優先に行うことを任務とする。

a. 重大事故等が発生した場合の発電所の緊急時対策本部

（以下，「発電所対策本部」という。）において，発電

用原子炉主任技術者の職務に支障をきたすことがないよ

う，独立性を確保して配置する。

３．重大事故等対策における発電用原子炉主任技術者の役割 

(1) 発電用原子炉主任技術者は，平常時のみでなく，重大事故等

が発生した場合においても，原子炉施設の運転に関し保安の監

督を誠実，かつ，最優先に行うことを任務とする。 

a．重大事故等が発生した場合の災害対策本部において，発電

用原子炉主任技術者の職務に支障をきたすことがないよう，

独立性を確保して配置する。 

3. 重大事故等対策における発電用原子炉主任技術者の役割

(1) 発電用原子炉主任技術者は，平常時のみでなく，重大事故

等が発生した場合においても，原子炉施設の運転に関し保安

の監督を誠実，かつ，最優先に行うことを任務とする。 

ａ．重大事故等が発生した場合の緊急時対策本部におい

て，発電用原子炉主任技術者の職務に支障をきたすこと

がないよう，独立性を確保して配置する。 
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b. ６号及び７号炉の発電用原子炉主任技術者は，６号及び

７号炉同時被災時は，号炉ごとの保安の監督を誠実かつ

最優先に行う。 

 

c. 発電用原子炉主任技術者は，重大事故等時において，原

子炉施設の運転に関し保安上必要な場合は，運転に従事

する者（所長を含む。）へ指示を行い，発電所対策本部

の本部長（所長）は，その指示等を踏まえ方針を決定す

る。 

(a) 発電用原子炉主任技術者は，発電所対策本部等から得

られた情報に基づき重大事故等の拡大防止又は事象緩

和に関し，保安上必要な場合は，運転に従事する者

（所長を含む。）へ指示を行う。 

(b) 発電用原子炉主任技術者は，保安上必要な場合の指示

を行うに当たって，他号炉の発電用原子炉主任技術

者，発電所対策本部の要員及び本社の緊急時対策本部

の要員等から意見を求めることができる。 

 

(2) 発電用原子炉主任技術者は，重大事故等対策に係る手順書

の整備（制定・改訂）に当たり，保安上必要な事項等につい

て確認を行う。 

a. 発電用原子炉主任技術者は，重大事故等対策に係る手順

書の整備（制定・改訂）における保安上必要な事項等に

ついて確認を行っている。このため，運転員及び発電所

対策本部の要員等が手順書どおりに重大事故等対策の対

応を行う場合には，発電用原子炉主任技術者からの指示

等を受けることなく対応可能である。 

 

(3) 発電用原子炉主任技術者は，夜間及び休日（平日の勤務時

間帯以外）に重大事故等が発生した場合，発生連絡を受けた

後，発電所対策本部に非常召集し，原子炉施設の運転に関す

る保安の監督を誠実に行う。 

a. 発電用原子炉主任技術者が，夜間及び休日（平日の勤務

時間帯以外）において，重大事故等の発生連絡を受けた

後，発電所に非常召集できる体制，運用を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

b．発電用原子炉主任技術者は，重大事故等が発生した場合に

おいて，原子炉施設の運転に関し保安上必要な場合は，運転

に従事する者（所長を含む。）へ指示し，災害対策本部の本

部長（所長）は，その指示を踏まえ方針を決定する。 

 

（a） 発電用原子炉主任技術者は，災害対策本部等から得られ

た情報に基づき重大事故等の拡大防止又は事象緩和に関

し，保安上必要な場合は，運転に従事する者（所長を含

む。）へ助言及び指示する。 

（b） 発電用原子炉主任技術者は，保安上必要な場合の助言及

び指示を行うに当って，災害対策本部の要員及び本店対策

本部の要員等から意見を求めることができる。 

 

 

(2) 発電用原子炉主任技術者は，重大事故等対策に係る手順書の

整備（制定・改正）に当たって，保安上必要な事項について確

認を行う。 

a．発電用原子炉主任技術者が，重大事故等対策に係る手順書

の整備（制定・改正）における保安上必要な事項等について

確認を行っている。このため，運転員及び災害対策本部の実

施組織の要員等が手順書どおりに重大事故等対策の対応を行

う場合には，発電用原子炉主任技術者からの指示を受けるこ

となく対応可能である。 

 

(3) 発電用原子炉主任技術者は，夜間及び休日（平日の勤務時間

帯以外）に重大事故等が発生した場合，発生連絡を受けた後，

災害対策本部に参集し，原子炉施設の運転に関する保安の監督

を誠実に行う。 

a．発電用原子炉主任技術者が，夜間及び休日（平日の勤務時

間帯以外）において，重大事故等の発生連絡を受けた後，発

電所に非常招集できる体制，運用を整備する。 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．発電用原子炉主任技術者は，重大事故等が発生した場

合において，原子炉施設の運転に関し保安上必要な場合

は，運転に従事する者（所長を含む。）へ指示し，緊急

時対策本部の本部長（所長）は，その指示を踏まえ方針

を決定する。 

(a) 発電用原子炉主任技術者は，緊急時対策本部等から

得られた情報に基づき重大事故等の拡大防止又は事象

緩和に関し，保安上必要な場合は，運転に従事する者

（所長を含む。）へ助言及び指示する。 

(b) 発電用原子炉主任技術者は，保安上必要な場合の助

言及び指示を行うに当たって，緊急時対策本部の要員

及び緊急時対策総本部の要員等から意見を求めること

ができる。 

 

(2) 発電用原子炉主任技術者は，重大事故等対策に係る手順書

の整備（制定・改正）に当たって，保安上必要な事項につい

て確認を行う。 

ａ．発電用原子炉主任技術者が，重大事故等対策に係る手

順書の整備（制定・改正）における保安上必要な事項等

について確認を行っている。このため，運転員及び緊急

時対策本部の実施組織の要員等が手順書どおりに重大事

故等対策の対応を行う場合には，発電用原子炉主任技術

者からの指示を受けることなく対応可能である。 

 

(3) 発電用原子炉主任技術者は，夜間及び休日（平日の勤務時

間帯以外）に重大事故等が発生した場合，発生連絡を受けた

後，緊急時対策本部に参集し，原子炉施設の運転に関する保

安の監督を誠実に行う。 

ａ．発電用原子炉主任技術者が，夜間及び休日（平日の勤

務時間帯以外）において，重大事故等の発生連絡を受け

た後，発電所に参集できる体制，運用を整備する。 

 

 

 

・申請号炉数の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は単号炉

申請 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・申請号炉数の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は単号炉

申請 
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(a) 重大事故等の発生連絡を受けた後，速やかに発電所対

策本部に駆けつけられるよう，早期に非常召集が可能

なエリア（柏崎市若しくは刈羽村）に６号及び７号炉

の発電用原子炉主任技術者をそれぞれ１名待機させ

る。 

 

(b) ６号及び７号炉の発電用原子炉主任技術者に加え，そ

の代行可能者も確保する。 

 

 

 

 

 

b. 発電用原子炉主任技術者は，非常召集中であっても通信

連絡設備（衛星電話設備（可搬型）等）を携行すること

により，発電所対策要員からプラントの状況，対策の状

況等の情報連絡が受けられるとともに自ら確認すること

ができる。 

なお，通信連絡設備（衛星電話設備（可搬型）等）の

整備は，技術の進歩に応じて，都度改善を行う。 

c. 発電用原子炉主任技術者は，重大事故等対策に係る手順

書の整備（制定・改訂）における保安上必要な事項等に

ついてあらかじめ確認していることから，定められた手

順書と異なった対応が必要となった場合であっても，必

要の都度，プラントの状況等を把握し，原子炉施設の運

転に関し保安上必要な指示等を行うことができる。 

(a) 重大事故等の発生連絡を受けた後，速やかに災害対策本部

に駆けつけられるよう，早期に非常召集が可能なエリア（東

海村又は隣接市町村）に発電用原子炉主任技術者又は代行者

を配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b．発電用原子炉主任技術者は，参集途上であっても通信連絡

設備（衛星電話設備（携帯型）等）を携行することにより，

災害対策本部からプラントの状況，対策の状況等の情報連絡

が受けられるとともに自ら確認することができる。 

 

なお，通信連絡設備（衛星電話設備（携帯型）等の整備

は，技術の進歩に応じて，都度改善を行う。 

c．発電用原子炉主任技術者は，重大事故等対策に係る手順書

の整備（制定・改正）における保安上必要な事項等について

予め確認していることから，定められた手順書と異なった対

応が必要となった場合であっても，必要の都度，プラントの

状況等を把握し，原子炉施設の運転に関し保安上必要な指示

を行うことができる。 

 

(a) 重大事故等の発生連絡を受けた後，速やかに緊急時

対策本部に駆けつけられるよう，早期に参集が可能な

エリア（松江市）に発電用原子炉主任技術者又は代行

者を配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．発電用原子炉主任技術者は，参集途上であっても通信

連絡設備（衛星電話設備（携帯型）等）を携行すること

により，緊急時対策本部からプラントの状況，対策の状

況等の情報連絡が受けられるとともに自ら確認すること

ができる。 

なお，通信連絡設備（衛星電話設備（携帯型）等）の

整備は，技術の進歩に応じて，都度改善を行う。 

ｃ．発電用原子炉主任技術者は，重大事故等対策に係る手

順書の整備（制定・改正）における保安上必要な事項等

についてあらかじめ確認していることから，定められた

手順書と異なった対応が必要となった場合であっても，

必要の都度，プラントの状況等を把握し，原子炉施設の

運転に関し保安上必要な指示を行うことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・申請号炉数の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は単号炉

申請 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，炉主

任又は代行者１名を早

期に参集可能なエリア

に待機 
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添付資料 1.0.12 

 

柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉 

 

福島第一原子力発電所の事故教訓を踏まえた 

対応について 

 

＜ 目 次 ＞ 

１． はじめに.................................... 1.0.12-1 

２． 福島第一原子力発電所における事故対応の運用面の問題点

及び対策..................................... 1.0.12-1 

(1) 手順書の整備................................ 1.0.12-2 

(2) 教育・訓練.................................. 1.0.12-2 

a. 訓練内容.................................. 1.0.12-2 

b. 緊急時対応力の強化........................ 1.0.12-3 

c. 現場力の強化.............................. 1.0.12-4 

(3) 緊急時組織の運用........................... 1.0.12-7 

a. 体制の混乱と情報の輻輳の改善.............. 1.0.12-7 

b. 放射線管理上の課題....................... 1.0.12-12 

c. 資機材調達............................... 1.0.12-13 
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e. 対外情報発信の改善  ......................1.0.12-16 

(4) 現場の運用面  .............................1.0.12-17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.0.12 

 

東海第二発電所 

福島第一原子力発電所の 

事故教訓を踏まえた対応について 
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2. 東京電力福島第一原子力発電所における事故対応の 

運用面の問題点及び対策....................... 1.0.12-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. その他の取り組み....................... ......1.0.12-7 

 

添付資料 1.0.12 

 

島根原子力発電所２号炉 

 

東京電力福島第一原子力発電所の事故教訓を踏まえた 

対応について 

 

＜ 目 次 ＞ 
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2. 東京電力福島第一原子力発電所における事故対応の 
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第２表 手順書の整備に関する課題と対策............1.0.12-3 

第３表 訓練の充実に関する課題と対策.. ...........1.0.12-4 

第４表 運転操作を補助する資機材の充実に関する課題と対策 

..........1.0.12-7 

第５表 ヒューマンエラー防止対策の取組み..........1.0.12-8 

第６表 その他考慮する事項（手順書の整備）........1.0.12-8 

第７表 その他考慮する事項（運用面での改善）......1.0.12-9 

別紙１ 東京電力福島第一原子力発電所の事故に係る重大事故等 

対処設備の運用面の課題抽出について.......1.0.12-10 

 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 
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1． はじめに 

当社は，福島第一原子力発電所事故を踏まえ，事故の知見を

抽出し，それを踏まえた取り組みを行っている。 

福島第一原子力発電所事故の原因を明らかにするために，当

社内に福島原子力事故調査委員会（以下「社内事故調査委員

会」という。）を設置し，現場調査，書類調査，プラントデー

タの収集，解析，及び事故対応関係者へのインタビューを実施

し，得られた情報を突き合わせることで，福島第一原子力発電

所事故の進展と事故に至るまでの当社の事故への備え，発災時

の事故への対応状況を取りまとめた。さらに，事故の備えと事

故対応における問題点を整理，対応方針を策定し，その結果を

「福島原子力事故調査報告書」１としてとりまとめた。 

さらに，事故の備えと事故対応における問題点の背後要因，

根本原因を明らかにし，原子力改革を進めるため，外部専門

家・有識者からなる原子力改革監視委員会を取締役会の諮問機

関として設置するとともに，社長直轄の組織として，原子力改

革特別タスクフォース事務局（以下「TF 事務局」という。）

を設置した。 

TF 事務局は，問題点の抽出に際して，各種事故調査報告書

（社内，INPO，国会，政府，民間等）における提言・課題の対

応状況を確認することで，十分性を判断することとした。 

その後，TF 事務局は，原子力改革監視委員会の監督，指導

の下で，社内事故調査委員会が明らかにした事故の進展，事実

を活用するとともに，追加の書類調査，インタビューを実施

し，福島第一原子力発電所事故に至った当社の組織的な要因を

明らかにするとともに，事故の備えの不足に至った「安全意

識」，「技術力」，「対話力」の不足への対策を「福島原子力

事故の総括および原子力安全改革プラン」２としてとりまとめ

た。 

その後も，四半期ごとに原子力安全改革プランの進捗状況と

してとりまとめ３ており，福島第一原子力発電所の事故教訓を

踏まえ，継続的に改善を図っている。上記の取り組みを通じて

得られた，福島第一原子力発電所事故の教訓と主な対策を以降

に示す。 

 

１ 平成24年6月20日公表「福島原子力事故調査報告書」 

２ 平成25年3月29日公表「福島原子力事故の総括および原子力安

全改革プラン」 

1．はじめに 

東日本大震災における福島第一原子力発電所事故につい

ては，全交流電源の喪失，常設直流原電の喪失とともに安

全系の機器又は計測制御機器の多重故障等のこれまでに経

験したことがない事象が発生した。過酷環境において原子

炉を冷却するために種々の対応が行われ，この対応におい

て得られた様々な知見や国内外の各機関が指摘した問題点

及び教訓が，東京電力をはじめ，国内外の各機関によって

整理・指摘され，対策が提言されている。 

これらの指摘及び提言は，重大事故等対処設備の整備強

化等の設備面の対策だけでなく，重大事故等対処設備の活

用のための手順書の整備，教育・訓練の充実及び運転操作

を補助する資機材の充実についても挙げられている。 

上記内容とは別に，東海第二発電所（以下「東二」とい

う）については，東日本大震災時において原子炉を安全に

停止したが，その対応の中からも様々な知見及び教訓が得

られており，今後の対策計画に反映すべき事項がある。 

本項では，これらの指摘及び提言を踏まえ，重大事故等

対処設備の活用に関する運用面の課題を整理し，東二での

対策及び取組について述べる。今後も，福島第一原子力発

電所事故により得られる新たな知見や対策が得られ次第，

適宜，対策の実施可否について検討し，対応が必要な課題

については対策を講じていく。 

 

1. はじめに 

東日本大震災における東京電力福島第一原子力発電所につい

ては，全交流電源の喪失，常設直流電源の喪失とともに安全系

の機器又は計測制御機器の多重故障等のこれまでに経験したこ

とがない事象が発生した。過酷環境において原子炉を冷却する

ために種々の対応が行われ，この対応において得られた様々な

知見や国内外の各機関が指摘した問題点及び教訓が，東京電力

をはじめ，国内外の各機関によって整理・指摘され，対策が提

言されている。 

これらの指摘及び提言は，重大事故等対処設備の整備強化等

の設備面の対策だけでなく，重大事故等対処設備の活用のため

の手順書の整備，教育・訓練の充実及び運転操作を補助する資

機材の充実についても挙げられている。 

 

 

 

 

本項では，これらの指摘及び提言を踏まえ，重大事故等対処

設備の活用に関する運用面の課題を整理し，島根原子力発電所

２号炉での対策及び取組みについて述べる。今後も，東京電力

福島第一原子力発電所事故により得られる新たな知見や対策が

得られ次第，適宜，対策の実施可否について検討し，対応が必

要な課題については対策を講じていく。 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

事故の教訓を踏まえ

た課題・対策の整理に

至る経緯についての相

違 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東日本大震災時の自

社における知見反映の

有無 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 東京電力の自社調査

による調査報告有無，

原子力安全改革プラン

による取組みの相違 
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３ 平成25年度から，四半期ごとに原子力安全改革プランの進捗状

況をとりまとめ公表している。 

平成25年度分は平成25年7月26日,11月1日,平成26年2月3日,5月

1日公表。 

平成26年度分は平成26年8月1日,11月5日,平成27年2月3日,3月

30日公表。 

平成27年度分は平成27年8月11日,11月20日，平成28年2月9日，

5月30日公表。 

平成 28年度分は平成 28年 8月 2日，11月 2日，平成 29年 2

月 10日,5月 10 日公表。 
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2． 福島第一原子力発電所における事故対応の運用面の問題点及

び対策 

当社福島第一原子力発電所事故における問題点や教訓につい

ては，事故当事者として様々な知見が得られており，重大事故

等対処設備の整備強化等の設備面の対策だけではなく，重大事

故等対処設備の活用のための手順書の整備，教育・訓練，組

織，運用の強化等の運用面での対策を講じている。 

本資料では，当社福島第一原子力発電所事故における運用面

の問題点及び対策の状況について説明する。 

なお，当社の「福島原子力事故調査報告書」や，「福島原子

力事故の総括および原子力安全改革プラン」以外にも，報告書

が公表されており，これらの中には当社が取り組むべき有益な

提言が含まれていると認識している。以下の報告書に記載され

た運用面の提言についても網羅されていることを確認してい

る。 

○ 東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証委員会 

最終報告（政府事故調） 

○ 東京電力福島原子力発電所事故調査委員会報告書（国会事

故調） 

○ 東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故の技術的知見

について（原子力安全・保安院） 

○ 「福島第一」事故検証プロジェクト最終報告書（大前研

一） 

○ Lessons Learned from the Nuclear Accident at the 

Fukushima Daiichi Nuclear Power Station（INPO） 

○ 福島原発事故独立検証委員会 調査・検証報告書（民間事故

調） 

 

 

また，その後に出された各報告書についても，適宜確認を行

い，当社が取り組むべき有益な提言について対応を行うことと

している。 

2．東京電力福島第一原子力発電所における事故対応の運用面の

問題点及び対策 

(1) 課題の抽出要領 

重大事故等対処設備の運用面の課題の抽出に当たっては，

以下の報告書に記載された指摘又は提言から，東二において

対応すべき対策を抽出した。 

 

第 1.0.12－1表 重大事故等対処設備の運用面の課題を抽

出した報告書 

 

上記の各報告書には，内容が同様あるいは類似の指摘及び

提言があるため，抽出された指摘及び提言を分類化し，東二

におけるこれまでの対応を踏まえて，対応すべき課題を選定

した。 

各報告書の指摘及び提言には，深層防護の考え方に基づく

重大事故等対処設備の多重化や多様化等の設備対応の強化が

含まれているが，これらのハード対策は，他の説明資料にて

対策方針が示されているため本資料には記載しない。本資料

では，別紙 1に示すように，指摘及び提言の対応方針が確立

し，且つ，他資料に記載していない運用面に関する課題を抽

出した。 

抽出した課題は「手順書の整備」「訓練の充実」「資機材

の充実」に分類化することができ，その対策と合わせて以下

に整理した。 

 

(2) 抽出された課題と対策 

抽出された課題と東二における対策について，「手順書の

整備」「訓練の充実」「運転操作を補助する資機材の充実」

の観点に整理した。その対策と合わせて以下に示す。 

 

2. 東京電力福島第一原子力発電所における事故対応の運用面の

問題点及び対策 

(1) 課題の抽出要領 

   重大事故等対処設備の運用面の課題の抽出に当たっては，

以下の報告書に記載された指摘又は提言から，島根原子力発

電所２号炉において対応すべき対策を抽出した。 

 

第１表 重大事故等対処設備の運用面の課題を抽出した報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の各報告書には，内容が同様あるいは類似の指摘及

び提言があるため，抽出された指摘及び提言を分類化し，

島根原子力発電所２号炉におけるこれまでの対応を踏まえ

て，対応すべき課題を選定した。 

   各報告書の指摘及び提言には，深層防護の考え方に基づく

重大事故等対処設備の多重化や多様化の設備対応の強化が含

まれているが，これらのハード対策は，他の説明資料にて対

策方針が示されているため本資料には記載しない。本資料で

は，別紙１に示すように，指摘及び提言の対応方針が確立

し，かつ他資料に記載していない運用面に関する課題を抽出

した。 

   抽出した課題は「手順書の整備」「訓練の充実」「運転操

作を補助する資機材の充実」に分類化することができ，その

対策とあわせて以下に整理した。 

 

(2) 抽出された課題と対策 

   抽出された課題と島根原子力発電所２号炉における対策に

ついて，「手順書の整備」「訓練の充実」「運転操作を補助

する資機材の充実」の観点に整理した。その対策とあわせて

以下に示す。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

事故の教訓を踏まえ

た課題・対策の整理に

至る経緯についての相

違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

抽出課題の整理方法

の相違 

 

919



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉（2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

(1) 手順書の整備

第 1 表 手順書の整備に関する課題と対応

ａ．手順書の整備 

第 1.0.12－2表 手順書の整備に関する課題と対策 

  ａ．手順書の整備 

第２表 手順書の整備に関する課題と対策 
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(2) 教育・訓練 

a. 訓練内容の改善 

第2 表 訓練内容に関する課題と対応

 
 

b. 緊急時対応力の強化 

第3 表 緊急時対応力の強化に関する課題と対応

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b．訓練の充実 

第 1.0.12－3表 訓練の充実に関する課題と対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．訓練の充実 

第３表 訓練の充実に関する課題と対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 訓練に関する課題と

対策の相違 
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【実施状況】 

a) 運転訓練センターにおける運転員の訓練実績（平成 24年 4

月～平成 29年 8月） 

・社内総合研修センター（シミュレータ）における運転班の

訓練：69回（累計の参加人数 541名） 

・社外施設（シミュレータ）における運転操作員の訓

練：57回（累計の参加人数 97名） 

（上記２つの訓練は，いずれも電源機能等喪失，重大事故

等の発生を想定し，シミュレータを用いて対処操作を検

討・評価する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施状況】 

(a) 運転訓練施設における運転員の訓練実績（平成26年

４月～令和２年３月） 

     ・自社シミュレータ施設における直員連携訓練：68回

（累計の参加人数566名） 

     ・社外シミュレータ施設における運転員の訓練：55回

（累計の参加人数69名） 

      （上記２つの訓練は，いずれも電源機能等喪失，重大

事故等の発生を想定し，シミュレータを用いて対処操

作を検討・評価する。） 

 

 

シミュレータを用いた運転操作訓練の状況 

（写真は自社施設での実施状況，電源喪失時を想定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 運転訓練施設による

訓練実績の記載の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シミュレータを用いた運転操作訓練の状況 

（写真は社外施設での実施状況，電源喪失時を想定） 
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＜主な実績＞ 

・発電所における訓練実績 

総合訓練：56 回（平成25 年1 月（新しい組織導入）

～平成29 年3 月末の累計） 

 

 

個別訓練：16,110 回（平成29 年3 月末までの累計）

（以降に記載する訓練を含む） 

 

 

 

 

 

 

総合訓練風景（発電所対策本部） 

  

b) 発電所における訓練実績（平成 24年 9月～平成 29年 1月

の累計） 

・総合防災訓練：5回（災害対策本部を設置し訓練を実施，

現場の実模擬操作と連動した訓練） 

・災害対策本部対応訓練：12回（平成 27年度下期から実

施） 

・個別訓練 ：820回（累計の参加人数 4,382名） 

（可搬型代替注水中型ポンプの操作及びホー

ス接続，消防車及び可搬式動力ポンプの操

作，代替高圧電源装置及び移動式低圧電源

車の操作とケーブル敷設，ホイールローダ

運転操作 他） 

 

  

 

 

 

 

 

(b) 発電所における訓練実績（平成26年４月～令和２年３月

の累計） 

   ・総合訓練：７回（緊急時対策本部を設置し対応，現場で

の実模擬操作と連動） 

 

 

   ・要素訓練：331回（高圧発電機車の操作及びケーブル敷

設，大量送水車の移動及びホース展張，タンクローリ

の移動及びホース展張 他） 

 

 

 

 

 

  総合防災訓練の状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

  訓練実績の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高圧発電機車を用いた 

電源供給訓練の状況 

（写真は全交流電源喪失時を想 

定した電源ケーブル接続作業） 

大量送水車による訓練の状況 

（写真はホース展張とホース接続作業） 

総合防災訓練の状況 

（写真は発電所災害対策本部，災害 

対策本部対応訓練においても同様の状況） 

移動式高圧電源車の訓練の状況 

（写真は過酷環境を想定した服装に 

よる，電源ケーブルを接続作業） 

可搬型代替注水中型ポンプの 

訓練の状況 

（写真はホースを接続するク 

ランプ部の接続作業） 

923



  

 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉（2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

ｃ．現場力の強化 

第4 表 現場力の強化に関する課題と対応

 

 

＜主な実績＞ 

・代替交流電源設備（常設・可搬型）による電源の確保 

非常用電源設備が使えない場合に速やかに電源を確保

するため，高台保管場所に常設代替交流電源設備（ガス

タービン発電機車）及び可搬型代替交流電源設備（電源

車）を配備し，起動操作，電源ケーブル接続訓練を定期

的に実施している（訓練実績：384 回（ガスタービン発

電機車），580 回（電源車）(平成29 年3 月末までの累

計））。 

また，代替交流電源設備に不具合が発生することもあ

り得ると考え，そのときの故障箇所特定及び修理対応の

訓練も行っている。 

 

代替交流電源設備（ガスタービン発電機車，電源車） 

の接続訓練 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 現場力の強化に関す

る記載の有無 

（島根 2号炉は，主な

要素訓練の状況を(b) 

発電所における訓練実

績に記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

924



  

 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉（2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

・発電用原子炉及び使用済燃料プールへの注水 

全交流動力電源が喪失した場合においても発電用原子

炉や使用済燃料プールに注水（放水）ができるよう，可

搬型代替注水ポンプ（消防車）を高台に配備し，注水

（放水）及びホース接続訓練を定期的に実施している

（訓練実績：1,016 回(平成29 年3 月末までの累

計））。 

 

注水用ホース接続訓練 

 

・重機によるがれき撤去 

地震や津波により散乱したがれきや積雪が復旧活動の

障害となることを想定し，重機によるがれき撤去訓練を

定期的に実施している（訓練実績：4,428 回(平成29年3 

月末までの累計））。 

 

重機による障害物の撤去訓練 

 

・発電用原子炉及び使用済燃料プールの冷却 

発電用原子炉や使用済燃料プールの安定冷却に既設冷

却設備が使えない場合に備えて，代替の除熱設備を配備

し，プラント近接への車両設置，配管接続訓練を定期的

に実施している（訓練実績：586 回(平成29 年3 月末ま

での累計））。 

 

代替原子炉補機冷却系熱交換器ユニット等の接続訓練 
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・可搬型重大事故等対処設備への給油 

可搬型重大事故等対処設備（電源車，可搬型代替注水

ポンプ（消防車）等）の燃料を6 号及び7 号炉軽油タン

ク（2,040kL）から補給することとしており，タンクロ

ーリーを配備し，タンクローリーへの補給，タンクロー

リーから可搬型重大事故等対処設備への給油訓練を定期

的に実施している（訓練実績：581 回（平成29 年3月末

までの累計））。 

 

可搬型重大事故等対処設備への給油 
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(3) 緊急時組織の運用 

当社福島第一原子力発電所事故対応では発電所対策本部

の指揮命令が混乱し，迅速・的確な意思決定ができなかっ

たが，緊急時活動や体制面における課題及び改善策につい

て，以下のように行っている。 

 

a. 体制の混乱と情報の輻輳の改善 

第5-1 表 緊急時組織の組織構造上の課題と対応

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 緊急時活動及び体制

面に関する記載の有無 
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第5-2 表 緊急時組織の組織運営上の課題と対応
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図１ 柏崎刈羽原子力発電所の原子力防災組織の改善 

 

 

図２ 本社の原子力防災組織の改善 
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図３ 社内情報共有ツール 

 

［改善後の効果について］ 

原子力防災組織を改善したことにより，以下の効果があると

考えている。 

○ 指示命令系統が機能ごとに明確になる。 

○ 管理スパンが設定されたことにより，指揮者（特に本部

長）の負担が低減され，指揮者は，プラント状況等を客観

的に俯瞰し，指示が出せるようになる。 

○ 本部長から各統括に権限が委譲され，各統括の指示の

下，各機能班が自律的に 自班の業務に対する検討・対応

を行うことができるようになる。 

○ 運用や情報共有ツール等を改善することにより，発電所

対策本部，各機能班のみならず，本社との情報共有がスム

ーズに行えるようになる。 

訓練シナリオを様々に変えながら訓練を繰り返すことで，技

量の維持・向上を図るとともに，原子力災害は初期段階にお

ける状況把握と即応性が重要であることから，それらを中心

に更なる改善を加えることにより，実践力を高めることが可

能になると考えている。また,複数号炉の同時事故に対応する

ブラインド訓練（訓練員に事前にシナリオを知らせない訓

練）を継続することにより,重大事故等時のマネジメント力と

組織力が向上していくものと考えている。  

 

931



  

 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉（2017.12.20版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

b. 放射線管理上の強化 

第6 表 放射線管理に関する課題と対応

 

  ・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 放射線管理に関する

記載の有無 
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c. 資機材調達の強化 

第7 表 資機材調達に関する課題と対応

 

 

 

 

 

  ・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 資機材調達に関する

記載の有無 
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d. 本社緊急時対策本部の役割の明確化 

 

第8 表 本社緊急時対策本部に関する課題と対応

 

 

 

 

 

 

 

  ・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 本社緊急時対策本部

に関する記載の有無 
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e. 対外情報発信の改善 

第9 表 対外情報発信に関する課題と対応

 

 

  ・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 対外情報発信に関す

る記載の有無 

3.その他の取組み(2)運

用面での改善に記載

（第 7表内の３） 
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(4) 現場の運用面 

第 10 表 現場の運用面に関する課題と対応

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

c．運転操作を補助する資機材の充実 

第４表 運転操作を補助する資機材の充実に関する課題と対策

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 直流電源によるバッ

クアップを記載 

  作業用照明の設置の

記載の有無 

 

 

 

中央制御室における照明の確保（例） 

本社でのリスクコミュニケー 

ターによる模擬記者会見 

オフサイトセンター 

での社外対応訓練 
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 3．その他の取り組み 

 2．項で述べた東京電力福島第一原子力発電所事故における

事故対応の運用面の問題点及び対策のほかに，東日本大震災時

における東二での対応から得られた知見及びこれまでの運転経

験を踏まえて，重大事故等の発生時に適切な対処を講じるため

に，以下について取り組む。 

 

(1)  東日本大震災時における東二での対応から得られた知見

と今後の取組み 

東二は，東日本大震災の発生時（平成 23年 3月 11日

14時 46分）には，定格熱出力一定運転中（第 25運転サ

イクル）であったが，地震による蒸気タービンに係る警

報（同日 14時 48分，タービン軸振動高）の発報によっ

て原子炉自動スクラム（全制御棒全挿入）となった。 

地震により全ての外部電源（275kV系 2回線，154kV系

1回線）が喪失したことにより，非常用ディーゼル発電機

3台が自動起動した。その後の津波の来襲によって，非常

用ディーゼル発電機 2Ｃは海水ポンプの水没により使用不

可となったが，被水対策を講じていた海水ポンプを用い

て，非常用ディーゼル発電機 2Ｄ及び高圧炉心スプレイ系

非常用ディーゼル発電機より所内各設備への給電を継続

した。 

原子炉冷却は，主蒸気逃がし安全弁を間欠に手動で開

操作しながら，原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレ

イ系を用いて，原子炉水位を維持しながら実施した。原

子炉温度は順調に低下し，地震の約 3日後に外部電源の

一部が復旧（154系 1回線）した後は，残留熱除去系によ

る原子炉冷却に切り替えて原子炉冷却を継続し，平成 23

年 3月 15日 0時 40分に原子炉は冷温停止状態となっ

た。 

この期間の対応について関係者に聞き取りした結果を

整理し，得られた知見と，今後，取組むべき事項を以下

に整理した。 

 

 

 

 

 

3．その他の取組み 

２．項で述べた東京電力福島第一原子力発電所事故における

事故対応の運用面の問題点及び対策のほかに，当社として取り

組むべき事項を以下のとおり整理し，対応している。 

  

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 課題抽出以外の取組

みの記載の有無 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東日本大震災時の自

社における知見反映の

有無 
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 第 1.0.12－5－1表 東二の対応から得られた知見と今後の

取組み 

（中央制御室） 

 

 

第 1.0.12－5－2表 東二の対応から得られた知見と今後の

取組み 

（現場操作･作業） 

 

 

第 1.0.12－5－3表 東二の対応から得られた知見と今後の

取組み 

（訓練強化等） 
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(2)  手順書の整備 

a) 手順書の整備によるヒューマンエラー防止対策の取組

み 

 従来から，当社は手順書を整備し，運転操作ミス（誤

操作）の防止に取り組んでいる。重大事故等発生時にお

ける対処に係る運転操作に当たって，運転操作ミスの防

止に係る重要性がさらに高まることから，今後は，重大

事故等対処設備の運転操作に関わる事項の整備に当たっ

ては，第 1.0.12－6表に記載した事項について考慮す

る。 

 

第 1.0.12－6表 ヒューマンエラー防止のための対策 

 

b) その他 

上記 a)のほかに，重大事故等時における手順書につい

て，第 1.0.12－7表の観点も追加して整備する。 

 

第 1.0.12－7表 その他考慮する事項 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 手順書の整備 

ａ．手順書の整備によるヒューマンエラー防止対策の取組み 

 

従来から，当社は手順書を整備し，運転操作ミス（誤

操作）の防止に取り組んでいる。重大事故等発生時に

おける対処に係る運転操作に当たって，運転操作ミス

の防止に係る重要性がさらに高まることから，今後

は，重大事故等対処設備の運転操作に関わる事項の整

備に当たっては，第５表に記載した事項について考慮

する。 

 

第５表 ヒューマンエラー防止対策の取組み

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．その他 

上記ａ．のほかに，重大事故等時における手順書に

ついて，第６表の観点も追加して整備する。 

 

第６表 その他考慮する事項（手順書の整備）

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 課題抽出以外の取組

みの記載の有無 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

東日本大震災時の自

社における知見反映の

有無 
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(3) 運用面での改善 

 従来，東二では重大事故等の発生時に迅速・的確な事

故対応ができるように，原子力防災訓練等の事故対応の

教育・訓練を実施している。また，発電所員の事故対応

意識の向上のため，安全文化醸成活動を継続的に実施し

ている。このような，運用面での取り組みについて，第

1.0.12－8表に関する事項について今後に改善を行う。 

 

第 1.0.12－8表 運用面における今後の改善 

 

(2) 運用面での改善 

従来から，当社では重大事故等の発生時に迅速・的確

な事故対応ができるように，原子力防災訓練等の事故対

応の教育・訓練を実施している。また，発電所員の事故

対応意識の向上のため，安全文化醸成活動を継続的に実

施している。このような，運用面での取組みについて，

第７表に関する事項について改善を行う。 

 

第７表 その他考慮する事項（運用面での改善） 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 課題抽出以外の取組

みの記載の有無 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

運用面における改善

事項の相違 
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 別紙 1 

 

福島第一原子力発電所の事故に係る重大事故等

対処設備の運用面の課題の抽出について 

 

1．抽出要領 

本資料における福島第一原子力発電所の事故に係る重大事

故等対処設備の運用面の課題の抽出の概要を以下に示す。 

 

指摘及び提言事項は，各分野（運転，設備，安全，放管

等）の各々の選任者が調査対象となる報告書の記載を確認し

て抽出した。抽出された指摘及び提言事項は重複するものを

整理した後に，各部門にて各々の指摘及び提言事項の対応方

針を確認し，対応方針が未確立の事項について，本検討の中

で改めて対応方針を検討し確立した。この抽出された指摘及

び提言事項とその対応方針は，経営層が出席する会議（発電

所パフォーマンスレビュー会議）に報告されている。今後も

対応状況が適宜確認される。 

 

別紙１ 

 

東京電力福島第一原子力発電所の事故に係る重大事故等対処設備

の運用面の課題抽出について 

 

1. 抽出要領 

   本資料における東京電力福島第一原子力発電所の事故に係

る重大事故等対処設備の運用面の課題の抽出の概要を以下に

示す。 

   指摘及び提言事項は，調査対象となる報告書の記載を確認

して抽出した。抽出された指摘及び提言事項は，重複するも

のを整理した後に，各部門にて各々の指摘及び提言事項の対

応方針を確認し，対応方針が未確立の事項について，本検討

の中で改めて対応方針を検討し確立した。この抽出された指

摘及び提言事項とその対応方針は，原子力部門戦略会議に報

告し，その進捗状況を管理している。 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

事故を踏まえた課

題・対策の抽出方法の

相違 
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 調査対象 

 

調査対象 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

事故を踏まえた課

題・対策の抽出方法の

相違 
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別
紙
１
 
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
教
育
と
主
な
対

策
（
1
/
1
3）

 

  

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 設備面を含めた全般

の事故の教訓とその対

策を整理した一覧表の

有無 
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1
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まとめ資料比較表 〔技術的能力 1.0.13 緊急時対策要員の作業時における作業について〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

添付資料 1.0.13 

 

柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉 

 

重大事故等に対処する要員の 

作業時における装備について 

添付資料 1.0.13 

 

東海第二発電所 

 

災害対策要員の作業時における 

装備について 

添付資料 1.0.13 

 

島根原子力発電所２号炉 

 

緊急時対策要員の作業時における 

装備について 

 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

１．初動対応時における放射線防護具類の選定........ 1.0.13-1 

２．初動対応時における装備........................1.0.13-2 

３．放射線防護具類等の着用等による個別操作時間への影響につ

いて....... ..................................1.0.13-5 

 (1) 操作場所までの移動経路について.............1.0.13-5 

 (2) 操作場所の状況設定について.................1.0.13-5 

 (3) 作業環境による個別操作時間への影響評価.....1.0.13-5 

 

 

＜目   次＞ 

 

1. 初動対応時における放射線防護具類の選定......1.0.13－1 

2. 初動対応時における装備......................1.0.13－3 

3. 放射線防護具類の着用等による個別操作時間への影響につい

て..........................................1.0.13－7 

 (1) 操作場所までの移動経路について...........1.0.13－7 

 (2) 操作場所での状況設定について.............1.0.13－7 

 (3) 作業環境による個別操作時間への影響評価...1.0.13－7 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

1. 初動対応時における放射線防護具類の選定 .......1.0.13-1 

2. 初動対応時における装備 .......................1.0.13-3 

3. 放射線防護具類の着用等による個別操作時間への影響につい

て............................................1.0.13-6 

(1) 操作場所までの移動経路について .............1.0.13-6 

(2) 操作場所での状況設定について ...............1.0.13-6 

(3) 作業環境による個別操作時間への影響評価 .....1.0.13-6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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重大事故等発生時における現場作業では，作業環境が悪化して

いることが予想され，重大事故等に対処する要員は，作業環境に

応じ第 1 表のとおり，必要な装備を着用する。また，5 号炉原子

炉建屋内緊急時対策所等との連絡手段の確保のため，通信連絡設

備等の重大事故等対処設備を携行し使用する。 

特に初動対応においては，作業環境の調査を待たずに作業を実

施するため，適切な装備の選定が必要となる。 

初動対応時における重大事故等に対処する要員の放射線防護具

類については，以下のとおり整備している。また，初動対応時に

おける適切な放射線防護具類の選定については，保安班長が判断

し，着用を指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

初動対応時における災害対策要員の現場作業における放射線防

護具類については，以下のとおり整備する。また，初動対応時に

おける適切な放射線防護具類の選定については，発電長又は災害

対策本部長代理が判断し，着用を指示する。 

 

重大事故等発生時における現場作業では，作業環境が悪化して

いることが予想され，緊急時対策要員は，作業環境に応じ第 1 表

のとおり，必要な装備を着用する。また，緊急時対策所等との連

絡手段の確保のため，通信連絡設備等の重大事故等対処設備を携

行し使用する。 

特に初動対応においては，作業環境の調査を待たずに作業を実

施するため，適切な装備の選定が必要となる。 

初動対応時における緊急時対策要員の放射線防護具類について

は，以下のとおり整備する。また，初動対応時における適切な放

射線防護具類の選定については，指示者が判断し，着用を指示す

る。 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 島根２号炉は，初動時

の装備類選定は，指示者

が判断及び指示する 

１. 初動対応時における放射線防護具類の選定 

重大事故等時は事故対応に緊急性を要すること，通常時とは汚

染が懸念される区域も異なること等から，通常の放射線防護具類

の着用基準ではなく，作業環境及び緊急性等に応じて合理的かつ

効果的な放射線防護具類を使用することで，被ばく線量を低減す

る。 

１．初動対応時における放射線防護具類の選定  

重大事故等発生時は事故対応に緊急性を要すること，通常運転

時とは異なる区域の汚染が懸念されることから，通常の防護具類

の着用基準ではなく，以下のフローのように作業環境，緊急性等

に応じて合理的かつ効果的な放射線防護具類を使用することで，

災害対策要員の被ばく線量を低減する。（第 1.0.13－1図参照） 

1. 初動対応時における放射線防護具類の選定 

 重大事故等時は事故対応に緊急性を要すること，通常運転時と

は異なる区域の汚染が懸念されることから，通常の放射線防護具

類の着用基準ではなく，作業環境及び緊急性等に応じて合理的か

つ効果的な放射線防護具類を使用することで，緊急時対策要員の

被ばく線量を低減する。（第１図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

958



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

第 1 図 放射線防護具の選定方法 

 

第 1.0.13－1 図 放射線防護具の選定方法 

  

第１図 放射線防護具類の選定方法 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，放射線

防護具類着用時間は短

時間であることから，緊

急時対策所帰還後の除

染対応等を考慮し，炉心

損傷の徴候等がある場

合は必要な放射線防護

具類を全て着用する運

用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・湿潤状況下（管理区域内で内部溢水が起こっている場所）で作業を行う場合に

は，被水防護服及び作業用長靴を追加で着用するとともに，高湿度環境下で作

業を行う場合は，全面マスクの代わりに酸素呼吸器等を着用する。 

・主な装備の着用時間は以下の通り。（訓練で確認済み） 

【全面マスク，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服】を着用：約６分 

【全面マスク，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服，被水防護服，作業用長靴】を装

着：約 10 分 

【酸素呼吸器，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服，被水防護服，作業用長靴】を装

着：約 10 分 

・作業後は，放射線管理班長の指示に従って，脱衣，汚染検査及び必要に応じて

除染を実施する。 

Yes 

 

No 

アクセス及び作業場所 

で身体汚染の可能性が 

あるか 

※：次のいずれかの徴候等発生 

  ①格納容器雰囲気モニタ Ｄ／Ｗ又はＳ／Ｃのγ線 

線量率が各種設計基準事故相当の 10 倍以上を検出 

  ②モニタリング・ポスト５μSv/h 以上を検出 

  ③敷地境界５μSv/h 相当の排気筒濃度を検出 

  ④緊急時対策本部からの指示 

事故発生 

 

個人線量計の着用 

放射線防護具類の携帯 

Yes 

放射線防護具類を携行 

緊急時対策要員の招集 

放射線防護具類の着用 

No 
炉心損傷の徴候等 

があるか※ 
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２. 初動対応時における装備 

・必要な放射線防護具類は，保安班長が着用について判断した場

合に速やかに着用できるよう，常時，中央制御室及び５号炉原

子炉建屋内緊急時対策所に必要数を保管している。 

 

 

 

・重大事故等に対処する要員は，召集後，ガラスバッチを着用す

る。 

・重大事故等に対処する要員のうち現場作業を行う要員について

は，初動対応時から個人線量計（電子式線量計）を着用するこ

とにより，重大事故等に対処する要員の外部被ばく線量を適切

に管理することが可能である。なお，作業現場に向かう際には，

放射線防護具類を携帯する。 

・炉心損傷の徴候等がある場合には，放射性物質の放出が予想さ

れることから，保安班長が適切な放射線防護具類を判断し，重

大事故等に対処する要員に着用を指示する。 

指示を受けた重大事故等に対処する要員は指示された放射線防

護具類を着用する。 

・炉心損傷の徴候等がある場合，かつ，汚染防護服を着用する時

間もない緊急を要する作業を実施する場合には，保安班長の指

示の下，重大事故等に対処する要員は全面マスク，綿手袋，ゴ

ム手袋を着用して作業を実施する。なお，身体汚染が発生した

場合には，作業後に更衣及び除染を実施する。 

２．初動対応時における装備 

・発電長又は放射線管理班長は，プラント状態，作業環境及

び作業内容を考慮して，必要な放射線防護具を判断し，災

害対策要員のうち現場作業を行う要員に着用を指示する。

放射線防護具は，常時，中央制御室及び緊急時対策所に保

管しているものを使用する。 

 

 

 

・現場作業を行う要員は，初動対応時から個人線量計を着用

し，外部被ばく線量を適切に管理する。 

 

 

 

・「炉心損傷の兆候がある場合」，又は「現場作業場所及び

アクセスルートを通行する際に身体汚染の恐れがある場

合」は，全面マスク，綿手袋，ゴム手袋及びタイベックを

着用する。ただし，炉心損傷の進展防止及び格納容器破損

防止のために実施する緊急を要する作業（原子炉への注水

操作，格納容器スプレイ操作及びペデスタルへの注水操作）

に限り，全面マスク，綿手袋及びゴム手袋のみ着用し，操

作を実施する。 

・上記のいずれにも該当しない場合は，放射線防護具の着用

は不要であるが，プラント状態等の変化により移動中又は

作業中に着用の指示が新たに出る場合に備えて，放射線防

護具を携行する。 

 

 

 

 

・中央制御室内は，中央制御室換気系により居住性を確保す

るため（閉回路運転による放射性物質の流入防止及びフィ

ルタによる放射性物質の除去（希ガス除く）），放射線防

護具の着用は不要とするが，中央制御室換気系の機能喪失

時は，内部被ばく低減のため全面マスクを着用する。ただ

し，炉心損傷の進展防止及び格納容器破損の防止のために

早急な対応操作が必要な場合には，一時的に操作を優先し，

操作後に全面マスクを着用する。 

 

2. 初動対応時における装備 

・指示者は，プラント状態，作業環境及び作業内容を考慮して，

必要な放射線防護具を判断し，緊急時対策要員のうち現場作業

を行う要員に着用を指示する。放射線防護具は，常時，中央制

御室及び緊急時対策所に保管しているものを使用する。 

 

 

・緊急時対策要員は，招集後，ガラスバッジを着用する。 

 

・緊急時対策要員のうち現場作業を行う要員については，初動対

応時から個人線量計（ガラスバッジ及び電子式線量計）を着用

することにより，緊急時対策要員の外部被ばく線量を適切に管

理する。なお，作業現場に向かう際には，放射線防護具類を携

帯する。 

・「炉心損傷の徴候等がある場合」，又は「現場作業場所及びア

クセスルートを通行する際に身体汚染の恐れがある場合」は，

指示者が適切な放射線防護具類を判断し，緊急時対策要員に着

用を指示する。 

指示を受けた緊急時対策要員は，指示された放射線防護具類を

着用する。 

・身体汚染が発生した場合には，作業後に更衣及び除染を実施す

る。 

 

・体制の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 島根２号炉は，初動時

の装備類選定は，指示者

が判断及び指示する 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，ガラス

バッジ及び電子式線量

計にて評価 

 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，初動時

の装備類選定は，指示者

が判断及び指示する 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，汚染防

護服着用時間は短時間

であることから，緊急時

対策所帰還後の除染対

応等を考慮し，炉心損傷

の徴候等がある場合は

必要な放射線防護具類

を全て着用する運用 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，全面マ

スク着用で被ばく評価

を実施（詳細は「1.16 

原子炉制御室の居住性

等に関する手順等」にて

記載） 
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・高線量対応防護服（タングステンベスト）は，重量があること

から，移動を伴う作業においては作業時間の増加に伴い被ばく

線量が増加するため，原則着用しない。 

 

・管理区域内で内部溢水が起こっている場所や雨天時に作業を行

う場合には，アノラック，汚染作業用長靴，胴長靴等を追加で

着用する。（第１表，第２図参照） 

・作業後は，放射線管理班長の指示に従って脱衣，汚染検査

及び必要に応じて除染を実施する。 

・高線量対応防護具服（遮蔽ベスト）は，移動を伴う作業に

おいては作業時間が増加し被ばく線量が増加する可能性が

あるため原則着用せず，移動を伴わない高線量作業時に着

用する。 

・湿潤状況下（管理区域内で内部溢水が起こっている場所）

で作業を行う場合には，アノラック，長靴又は胴長靴を追

加で着用するとともに，高湿度環境下では全面マスクに装

着するチャコールフィルタの劣化が早くなる恐れがあるた

め，自給式呼吸用保護具等を着用する。 

（第 1.0.13－1表，第 1.0.13－2 図参照） 

 

 

 

・高線量対応防護服（タングステンベスト）は，重量があること

から，移動を伴う作業においては作業時間の増加に伴い被ばく

線量が増加するため，原則着用しない。 

 

・湿潤状況下（管理区域内で内部溢水が起こっている場所）で作

業を行う場合には，被水防護服及び作業用長靴を追加で着用す

るとともに，高湿度環境下では全面マスクに装着するチャコー

ルフィルタの劣化が早くなる恐れがあるため，酸素呼吸器等を

着用する。（第１表，第２図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

・設備及び運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，溢水高

さ評価結果から作業用

長靴で対応可能 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，高湿度

環境化では酸素呼吸器

等にて対応 
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第 1表 重大事故等に対処する要員の初動対応時における装備 

 

第 1.0.13－1 表 災害対策要員の初動対応時における装備 

 

第１表 緊急時対策要員の初動対応時における装備 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

使用する設備の相違 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，汚染防

護服着用時間は短時間

であることから，緊急時

対策所帰還後の除染対

応等を考慮し，炉心損傷

の徴候等がある場合は

必要な放射線防護具類

を全て着用する運用 
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第 2 図 放射線防護具類 

 

第 1.0.13－2 図 放射線防護具類 

 

 

第２図 放射線防護具類 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

使用する設備の相違 
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３. 放射線防護具類等の着用等による個別操作時間への影響につ

いて 

重大事故等に対処する要員の個別操作時間については，訓練

実績等に基づく現場への移動時間と現場での操作時間により算

出している。 

移動時間については，重大事故等を考慮して設定されたアク

セスルートによる現場への移動時間を測定しており，操作時間

については，重大事故等を考慮した操作場所の状況（現場の状

態，温度，湿度，照度及び放射線量）を仮定し，放射線防護具

類等の着用時間を考慮の上，操作時間を算出している。 

ここでは，放射線防護具類着用等の作業環境による個別操作

時間への影響について評価する。 

３．放射線防護具類の着用等による個別操作時間への影響につい

て 

災害対策要員の個別操作時間については，訓練実績等に基づ

く現場への移動時間と現場での操作時間により算出する。 

 

移動時間については，重大事故等を考慮して設定されたアク

セスルートによる現場への移動時間を測定し，操作時間につい

ては，重大事故等を考慮した操作場所の状況（現場の状態，温

度，湿度，照度及び放射線量）を仮定し，放射線防護具類の着

用時間を考慮の上，操作時間を算出する。 

ここでは，放射線防護具類着用等の作業環境による個別操作

時間への影響について評価する。 

3. 放射線防護具類の着用等による個別操作時間への影響につい

て 

緊急時対策要員の個別操作時間については，訓練実績等に基

づく現場への移動時間と現場での操作時間により算出してい

る。 

移動時間については，重大事故等を考慮して設定されたアク

セスルートによる現場への移動時間を測定しており，操作時間

については，重大事故等を考慮した操作場所の状況（現場の状

態，温度，湿度，照度及び放射線量）を仮定し，放射線防護具

類の着用時間を考慮の上，操作時間を算出している。 

ここでは，放射線防護具類着用等の作業環境による個別操作

時間への影響について評価する。 

 

(1) 操作場所までの移動経路について 

ａ．アクセスルートとして設定したルートを移動経路とする。 

ｂ．全交流動力電源喪失等により，建屋照明等が使用できず，

建屋内が暗い状況を考慮する。 

ｃ．炉心損傷の徴候等がある場合には，放射線防護具類を着用

して現場へ移動することを考慮する。 

(1) 操作場所までの移動経路について 

ａ．アクセスルートとして設定したルートを移動する。 

ｂ．全交流動力電源喪失等により，建屋照明等が使用

できず，建屋内が暗い状況を考慮する。 

ｃ．炉心損傷の徴候がある場合には，放射線防護具類

を着用して現場に移動することを考慮する。 

(1) 操作場所までの移動経路について 

ａ．アクセスルートとして設定したルートを移動経路とする。 

ｂ．全交流動力電源喪失等により，建物照明等が使用できず，

建物内が暗い状況を考慮する。 

ｃ．炉心損傷の徴候等がある場合には，放射線防護具類を着用

して現場へ移動することを考慮する。 

 

(2) 操作場所の状況設定について 

ａ．地震等を想定しても操作スペースは確保可能とする。 

 

ｂ．作業場所は照明のない暗い状況での作業を考慮する。 

 

ｃ．炉心損傷の徴候等がある場合には，放射線防護具類を着用

して作業することを考慮する。 

(2) 操作場所での状況設定について 

ａ．地震等を想定しても操作スペースは確保可能とす

る。 

ｂ．作業場所は照明の無い暗い状況での作業を考慮す

る。 

ｃ．炉心損傷の徴候がある場合には，放射線防護具類

を着用して現場に移動することを考慮する。 

(2) 操作場所の状況設定について 

ａ．地震等を想定しても操作スペースは確保可能とする。 

 

ｂ．作業場所は照明のない暗い状況での作業を考慮する。 

 

ｃ．炉心損傷の徴候等がある場合には，放射線防護具類を着用

して作業することを考慮する。 
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(3) 作業環境による個別操作時間への影響評価

操作時間に影響を与える作業環境を考慮し，「放射線防護

具類を着用した状態での作業」，「暗所での作業」，「通信

環境」について評価した結果，作業環境による個別操作時間

への影響がないことを確認した。 

ａ．放射線防護具類を着用した状態での作業評価 

炉心損傷の徴候等がある場合には，放射線防護具類を着用

して現場操作を実施することから，放射線防護具類を着用し

た状態での作業について評価を実施した。 

(a) 評価条件

初動作業時における放射線防護具類は，「2. 初動対応時

における装備」に基づき，放射線防護具類（全面マスク，

汚染防護服等）を着用した上で，通常時との作業性を比較

する。 

(3) 作業環境による個別操作時間への影響評価

操作時間に影響を与える作業環境を考慮し，「放射

線防護具類を着用した状態での作業」，「暗所での作

業」，「通信環境」について評価した結果，作業環境

による個別操作時間への有意な影響がないことを確認

した。 

ａ．放射線防護具類を着用した状態での作業評価 

炉心損傷の徴候がある場合には，放射線防護具類

を着用して現場操作を実施することから，放射線防

護具類を着用した状態での作業について評価を実

施した。 

（ａ）評価条件 

イ．初動作業時における放射線防護具類は「２．

初動対応時における装備」に基づき，放射線

防護具類（全面マスク，汚染防護服等）を着

用する。 

ロ．通常との作業性を比較するため，有意差が発

生する可能性がある屋外での作業を選定す

る。 

(3) 作業環境による個別操作時間への影響評価

操作時間に影響を与える作業環境を考慮し，「放射線防護

具類を着用した状態での作業」，「暗闇での作業」，「通信

環境」について評価した結果，作業環境による個別操作時間

への有意な影響がないことを確認した。 

ａ．放射線防護具類を着用した状態での作業評価 

炉心損傷の徴候等がある場合には，放射線防護具類を着用

して現場操作を実施することから，放射線防護具類を着用し

た状態での作業について評価を実施した。 

(a) 評価条件

初動作業時における放射線防護具類は，「2. 初動対応

時における装備」に基づき，放射線防護具類（全面マスク，

汚染防護服等）を着用した上で，通常時との作業性を比較

する。 

(b) 評価結果

放射線防護具類を着用しない状態での作業と比較する

と，全面マスクにより視界が若干狭くなること及び全面マ

スクにより作業状況報告等を伝達する際には少し大きな声

を出す必要があることが確認されたが，放射線防護具類を

着用した状態であっても，個別操作時間に有意な影響がな

いことを確認した。（第３図参照） 

なお，通常の全面マスクよりも容易に声を伝えることが

可能な伝声器付き全面マスクについても導入し，訓練を行

っている。 

（ｂ）評価結果 

通常装備での作業と比較すると，全面マスクに

より視界が若干狭くなること及び全面マスクに

より作業報告等を伝達する際には少し大きな声

を出す必要があることが確認されたが，放射線防

護具類を着用した状態であっても操作者の動作

が制限されるものではない。また，作業安全のた

めの安全帯や皮手袋などの防護具類を着用した

状態であっても，操作者の接続等の作業に影響を

与えるものではない。これらの防護具類の着用に

伴い，操作時間に有意な影響がないことを訓練に

より確認した。（第 1.0.13－3図，第 1.0.13－4

図参照） 

(b) 評価結果

放射線防護具類を着用しない状態での作業と比較する

と，全面マスク（伝声器付）の着用により視界が若干狭く

なることが確認されたが，放射線防護具類を着用した状態

であっても，操作者の動作が制限されるものではない。ま

た，作業安全のための安全帯や皮手袋などの防護具類を着

用した状態であっても，操作者の接続等の作業に影響を与

えるものではない。これらの防護具類の着用に伴い，個別

操作時間に有意な影響がないことを訓練により確認した。

（第３図，第４図参照） 

・設備の相違

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，伝声器

付のマスクを配備 
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第 3 図 放射線防護具類を着用した状態での作業状況 

 

第 1.0.13－3 図 放射線防護具類を着用した状態での可搬型代替

注水ポンプ車の設置作業 

 

 
第 1.0.13－4 図 放射線防護具類を着用した状態での電源車のケ

ーブル敷設作業 

 

第 1.0.13－2 表 放射線防護具を着用した状態での操作時間※1の

比較 

 

 

     

 

第３図 放射線防護具類を着用した状態での大量送水車設置作業 

 

 

 

 

 

 

 

第４図 放射線防護具類を着用した状態での高圧発電機車のケ

ーブル敷設作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉において

も，個別操作時間に影響

がないことを訓練によ

り確認 

966



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

ｂ．暗所での作業評価 

全交流動力電源喪失等により建屋照明等が使用できない状

況を想定し，暗所での作業性について評価を実施した。なお，

中央制御室等にヘッドライト，懐中電灯，ＬＥＤライト等が

配備されている。（第２表，第４図参照） 

(a) 評価条件 

 

 

 

 

暗所作業の成立性を確認するため，可搬型照明（ヘッド

ライト）を使用して操作を実施する。（第５図参照） 

 

(b) 評価結果 

ヘッドライト等の可搬型照明を使用することにより，操

作を行うために必要な明るさは十分確保されるため，個別

操作時間に有意な影響がないことを確認した。 

なお，より容易に操作が可能となるよう，建屋内の作業

エリア，アクセスルートには，バッテリー内蔵型の照明が

設置されている。（第６図参照） 

ｂ．暗所作業の評価 

全交流動力電源喪失により，建屋内照明等が使用

できない状況を想定し，暗所における作業性につい

て評価を実施した。 

 

（ａ）評価条件  

イ．暗所作業時に使用する可搬型照明として，Ｌ

ＥＤライト，ランタン，ヘッドライトを中央

制御室等に配備する。（第 1.0.13－3 表，第

1.0.13－5図参照） 

ロ．暗所作業の成立性を確認するため，可搬型照

明（ヘッドライト）を使用して操作を実施す

る。（第 1.0.13－6図参照） 

（ｂ）評価結果 

ヘッドライトを使用することにより，操作を行

うために必要な明るさは十分確保されるため，個

別操作時間に有意な影響がないことを確認した。 

なお，より容易に操作が可能となるよう，建屋

内の作業エリア，アクセスルートには，蓄電池内

蔵型照明が設置されている。（第 1.0.13－6図参

照） 

 

ｂ．暗闇での作業評価 

全交流動力電源喪失等により，建物照明等が使用できない

状況を想定し，暗闇での作業性について評価を実施した。な

お，中央制御室等にヘッドライト，懐中電灯，ＬＥＤライト

等が配備されている。（第２表，第５図参照） 

(a) 評価条件 

 

 

 

 

暗闇作業の成立性を確認するため，可搬型照明（ヘッド

ライト）を使用して操作を実施する。（第６図参照） 

 

(b) 評価結果 

ヘッドライト等の可搬型照明を使用することにより，操

作を行うために必要な明るさは十分確保されるため，個別

操作時間に有意な影響がないことを確認した。 

なお，より容易に操作が可能となるよう，建物内の作業

エリア，アクセスルートには，電源内蔵型照明が設置され

ている。（第７図参照） 
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第２表 可搬型照明 

 

第 1.0.13－3 表 可搬型照明 

 

 

 

第２表 可搬型照明  

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

使用する設備の相違 
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第 4 図 可搬型照明 

 

 

第 1.0.13－5 図 可搬型照明 

 

 

第５図 可搬型照明 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

使用する設備の相違 

 

 

 

第 5 図 可搬型照明を使用した状態での作業状況 

 

 
第 1.0.13－6 図 可搬型照明を使用した状態での作業状況 

 

 

第６図 可搬型照明を使用した状態での作業状況 
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第 6 図 バッテリー内蔵型の照明 

 

第 1.0.13－6 図 蓄電池内蔵型照明の例 

 

第７図 電源内蔵型照明 

 

c. 通信環境の評価 

(a) 評価条件 

中央制御室，５号炉原子炉建屋内緊急時対策所，及び

現場間での通信連手段として，送受話器（警報装置を含

む），電力保安通信用電話設備，携帯型音声呼出電話設

備，無線連絡設備及び衛星電話設備等の通信連絡設備を

整備している。（第７図参照） 

 

(b) 評価結果 

重大事故等が発生した場合であっても，整備している

通信連絡設備により，通常時と同等の通信環境が保持可

能であり，個別操作時間に有意な影響はないと評価する。 

また，炉心損傷の徴候等がある場合には，放射線防護

具類（全面マスク）を着用し，作業状況報告等のための

通話を実施するが，着用しない状況より大きな声を出す

必要があるものの通話可能であり，個別操作時間に有意

な影響がないことを確認している。 

なお，通常の全面マスクよりも容易に声を伝えること

が可能な伝声器付き全面マスクについても導入し，訓練

を行っている。 

ｃ．通信環境の評価 

（ａ）評価条件 

中央制御室，緊急時対策所等及び現場間での通

信手段として，運転指令装置，電力保安通信用電

話設備，衛星電話設備，無線連絡設備，携行型有

線通話装置等の通信手段を整備する。（第 1.0.13

－7 図参照） 

 

（ｂ）評価結果 

重大事故等が発生した場合であっても，整備し

ている通信手段により，通常時と同等の通信環境

が保持可能であり，個別操作時間に有意な影響は

ないと評価する。また，炉心損傷の徴候がある場

合には，放射線防護具類（全面マスク）を着用し，

作業状況報告のための通話を実施するが，着用し

ない状況より大きな声を出す必要があるものの

通話可能であり，個別操作時間に有意な影響がな

いことを確認している。 

 

ｃ．通信環境の評価 

(a) 評価条件 

中央制御室，緊急時対策所及び現場間での通信手段と

して，所内通信連絡設備（警報装置を含む。），電力保安

通信用電話設備，有線式通信設備，無線通信設備及び衛

星電話設備等の通信連絡設備を整備している。（第８図

参照） 

 

(b) 評価結果 

重大事故等が発生した場合であっても，整備している

通信連絡設備により，通常時と同等の通信環境が保持可

能であり，個別操作時間に有意な影響はないと評価した。 

また，炉心損傷の徴候等がある場合には，全面マスク

を着用し，作業状況報告のための通話を実施するが，伝

声器付の全面マスクを使用しているため，容易に会話す

ることは可能であり，個別操作時間に有意な影響がない

ことを確認している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，伝声器

付のマスクを配備 
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第 7 図 通信連絡設備 

 

第 1.0.13－7 図 通信連絡設備 

 

第８図 通信連絡設備 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

使用する設備の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所内通信連絡設備 

（ハンドセットステーション） 

電力保安通信用電話設備 

（PHS 端末） 

 

 

 

 

 

 

 

  

有線式通信設備 

（有線式通信機） 

無線通信設備 

（携帯型） 

衛星電話設備 

（携帯型） 
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添付資料 1.0.14 

 

柏崎刈羽原子力発電所 6号及び 7号炉 

 

 

技術的能力対応手段と有効性評価比較表 

技術的能力対応手段と運転手順等比較表 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

表１．技術的能力対応手段と有効性評価比較表・・・・・・・・・・・・・

1.0.14－1 

表２．技術的能力対応手段と運転手順等比較表・・・・・・・・・・・・・

1.0.14－7 

添付資料 1.0.14 

 
東海第二発電所 

 
 

技術的能力対応手段と有効性評価比較表 
技術的能力対応手段と手順等比較表 

 
＜目   次＞ 

 
第 1.0.14－1表 技術的能力対応手段と有効性評価比較表 ········   

1.0.14－1 

第 1.0.14－2表 技術的能力対応手段と手順等比較表 ············   

1.0.14－15 

 

添付資料 1.0.14 

 

島根原子力発電所２号炉 

 

 

技術的能力対応手段と有効性評価比較表 

技術的能力対応手段と運転手順等比較表 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

第１表 技術的能力対応手段と有効性評価比較表・・・・・・・・・

1.0.14－1 

第２表 技術的能力対応手段と運転手順等比較表・・・・・・・・・・・

1.0.14－10 

 

 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 
波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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